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再
生
日
本
も
猶
立
第
二
年
の
新
春
を
迎
へ
 

希
望
と
栄
光
に
一
入
心
気
の
新
た
な
る
を
 

覚
え
、
力
強
青
歩
み
は
村
に
街
に
路
行
く
 

誰
も
の
顔
に
出
萌
る
さ
を
日
一
日
と
増
進
 

し
つ
、
あ
る
は
、
何
よ
り
平
和
と
自
由
を
 

愛
す
る
皆
様
と
共
に
異
常
な
嬉
ぴ
を
感
す
 

る
も
の
で
あ
り
ま
す
．
 

昭
和
二
十
七
年
は
村
民
各
位
の
御
協
力
を
 

得
、
数
A
の
村
治
に
輝
か
し
い
一
頁
を
か
 

」」」r
ま
し
た
が
、
迎
春
の
二
十
八
年
も
愈
 

A
治
政
第
三
年
に
一
層
の
拍
車
を
か
け
、
 

方
城
村
自
治
の
向
上
に
遭
進
い
た
す
覚
悟
 

で
あ
り
ま
す
．
 

方
城
村
に
と
り
何
よ
り
も
・
畿
い
事
は
 

起
債
、
所
謂
村
の
借
財
が
一
銭
も
な
い
事
 

で
あ
り
ま
す
，
現
在
地
方
自
治
体
は
県
も
 

市
町
村
も
大
こ
】
制
充
実
乃
至
災
皿
覆
旧
 

に
多
額
の
負
債
を
背
負
ひ
赤
（
一
 

政
に
四
 

苦
八
苦
の
状
態
で
あ
り
ま
す
が
、
本
村
は
 

昭
和
二
十
七
年
に
於
て
は
弁
城
中
学
校
幹
 

線
道
路
或
は
火
葬
場
や
消
防
ボ
ン
ー
 

”一 

、
三
〇
O
万
円
の
臨
時
的
建
設
事
業
に
も
 

尚
幾
多
の
金
裕
を
生
じ
、
健
全
財
政
を
確
 

立
し
得
て
い
ま
す
が
、
是
等
の
資
金
を
層
 

一
層
有
効
適
切
に
活
用
す
ろ
事
に
よ
り
施
 

設
の
充
実
は
勿
論
民
生
の
（
鳶
ル
に
も
充
分
 

寄
与
す
る
事
が
出
来
得
る
の
で
あ
り
ま
す
 

尚
本
村
の
誇
り
と
す
る
と
こ
ろ
は
産
業
 

経
済
費
に
社
会
福
祉
に
他
町
村
に
類
例
な
 

き
多
額
の
費
用
を
計
上
し
て
い
る
事
で
あ
 

り
ま
す
．
即
ち
農
業
会
館
の
運
営
に
公
民
 

館
の
活
動
に
或
は
教
育
費
の
計
上
に
於
て
 

も
、
決
し
て
類
似
町
村
の
比
較
に
な
ら
な
 

い
も
の
が
あ
り
ま
す
．
勿
論
か
く
の
如
き
 

業
蹟
を
か
、
げ
得
る
も
得
ざ
る
も
、
か
、
 

つ
て
納
税
者
各
位
即
ち
村
民
全
体
の
自
覚
 

に
ま
つ
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
幸
ひ
に
し
 

て
本
村
は
庁
続
的
に
淋
風
美
俗
の
気
風
は
 

炭
坑
も
街
も
村
も
お
し
な
べ
て
優
良
村
の
 

名
に
恥
じ
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
．
本
年
 

は
一
層
村
民
個
人
ノ
、
が
鞭
鱗
者
と
な
り
 

よ
り
よ
き
力
城
村
建
設
に
ー
ヒ
の
お
力
を
 

注
入
下
さ
る
事
を
切
に
お
願
ひ
申
上
げ
ま
 

す． 

村
教
育
の
振
興
に
 

適

進

 ゼ
 
ん
 

文
化
村
と
し
て
の
方
城
村
は
、
県
下
に
広
 

く
其
の
名
を
知
ら
れ
る
に
至
つ
た
．
村
民
 

各
位
と
共
に
吾
が
郷
土
の
繁
栄
を
祝
福
し
 

た
い
．
 

終
戦
后
に
於
け
る
急
速
な
る
大
・
三
制
 

教
育
の
実
施
と
、
町
村
に
於
け
る
財
政
難
 

と
は
教
育
上
種
女
の
問
題
を
醸
し
、
町
村
 

長
の
責
任
辞
職
し
た
も
の
、
リ
コ
1
ル
を
 

さ
れ
た
も
の
、
果
て
は
自
殺
し
た
も
の
等
 

相
当
の
犠
牲
者
を
出
し
た
程
で
あ
る
．
 

然
る
に
本
村
に
於
て
は
村
民
各
位
の
協
力
 

に
依
り
其
の
間
多
少
の
問
題
は
あ
つ
た
に
 

し
て
も
、
中
学
は
年
と
共
に
増
築
が
行
は
 

れ
、
内
容
も
充
実
し
て
来
た
、
専
用
の
運
 

動
場
設
潰
工
事
も
目
下
着
A
と
し
て
準
備
 

が
進
め
ら
れ
て
為
る
．
弁
城
小
学
校
も
多
 

年
の
懸
案
で
あ
急
運
動
場
の
拡
張
が
行
 

は
れ
、
更
に
校
舎
の
増
築
、
旧
校
舎
の
徹
 

底
的
大
修
理
が
実
施
さ
れ
た
．
伊
方
小
学
 

校
講
堂
の
新
築
か
と
見
違
へ
ら
れ
る
程
の
 

大
修
理
も
完
了
し
た
、
又
一
千
万
円
の
多
 

額
を
予
想
さ
れ
る
伊
方
小
学
校
旧
校
舎
の
 

大
改
築
工
事
の
実
施
も
目
前
の
問
題
と
さ
 

れ
る
に
到
つ
て
丙
る
。
万
事
が
順
調
に
進
 

ん
で
る
る
と
言
ふ
て
も
過
言
で
は
な
い
．
 

方
城
村
が
教
育
の
村
と
し
て
の
定
評
を
ほ
 

し
い
ま
、
に
し
て
る
る
こ
と
は
何
ん
と
云
 

ふ
て
も
村
民
の
誇
り
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
 

も
と
I
‘
、
教
育
に
は
、
よ
き
先
生
を
得
 

る
こ
と
が
第
一
の
条
件
で
あ
り
、
第
二
に
 

け
設
備
の
そ
な
は
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
 

第
三
に
は
充
分
の
経
費
が
望
ま
れ
る
の
だ
 

現
中
学
校
長
の
小
川
先
生
は
潟
厚
篤
実
 

教
育
長
 
高
 

津
 

久
 

雄
 

酒
を
好
ま
ず
、
煙
草
を
喫
せ
す
只
教
育
道
 

に
精
進
一
途
の
真
面
目
そ
の
も
の
の
教
育
 

家
で
あ
る
．
既
に
三
ケ
年
に
亘
る
県
「
蔵
 

学
校
と
し
て
の
責
任
を
見
事
に
果
し
、
其
 

の
堅
実
な
る
教
育
手
腕
は
高
く
評
価
さ
れ
 

て
為
る
．
伊
方
小
学
校
の
荒
田
校
長
先
生
 

は
昨
年
四
月
に
赤
池
市
場
校
か
ら
赴
任
、
 

ま
だ
其
の
手
腕
を
充
分
に
発
揮
さ
れ
る
時
 

期
に
至
つ
て
な
い
が
校
舎
内
外
の
滑
浄
作
 

業
が
既
に
一
般
父
兄
の
目
を
惹
い
て
丙
る
 

、
学
校
環
境
の
悪
る
い
こ
と
に
対
す
る
克
 

服
対
策
が
郷
土
数
育
の
一
端
と
し
て
強
く
 

推
進
さ
れ
る
よ
う
と
し
て
為
る
等
四
十
名
 

か
ら
の
教
職
員
に
対
す
る
陣
頭
指
揮
に
今
 

後
の
多
く
の
期
待
が
も
た
れ
て
丙
る
、
比
 

較
的
条
件
の
よ
い
環
境
に
恵
ま
れ
て
丙
る
 

弁
城
小
学
校
は
中
村
校
長
先
生
を
中
心
に
 

全
先
生
方
が
協
力
、
明
日
の
成
果
を
期
し
 

て
黙
た
た
る
努
力
が
続
け
ら
れ
て
丙
る
。
 

此
の
三
校
三
様
の
環
境
と
教
職
員
の
陣
容
 

は
正
に
完
ぺ
き
を
誇
つ
て
よ
い
と
思
う
．
 

松
井
村
長
の
教
育
に
対
す
る
熱
心
と
、
 

村
議
会
の
深
い
理
解
と
、
新
に
発
足
し
た
 

教
育
委
員
会
の
熱
意
と
は
村
教
育
の
振
興
 

に
よ
り
強
い
拍
車
を
か
け
る
も
の
で
あ
る
 

と
と
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
方
城
村
は
、
斯
 

く
観
じ
来
れ
ぱ
、
教
育
の
為
に
は
三
拍
子
 

揃
ふ
た
誠
に
恵
ま
れ
た
態
勢
に
あ
る
と
思
 

ふ
、
吾
A
は
日
本
独
立
貧
一
年
の
迎
春
と
 

共
に
想
を
新
に
し
て
よ
り
よ
き
方
城
村
の
 

教
育
作
興
に
喜
（
金
刀
を
捧
げ
て
遭
進
を
 

誓
ふ
の
み
で
あ
る
．
 

コ
ー
ー
 

露
に
輝
く
記
念
 

一 

一 

式
に
加
へ
て
小
中
 

一 

r
し
 

学
校
学
童
の
書
画
 

ー 

ーノ 

展
を
始
め
青
箪
 

く

 

し

 

級
生
徒
の
丹
精
こ
 

・ー・ 

」
鵠
 

め
た
作
品
展
農
村
 

翼

 

死
）
 

生
産
技
術
の
粋
を
 

！》 

【
昨
」
 

集
め
た
農
産
物
品
 

組
 

を
 

評
会
青
年
団
事
 

尋
早
 

●
、
 

部
の
華
道
展
等
A
 

表
 
釘
 
蕩
濃
ゆ
新
築
 

） 

コ
し
 

、 

一11
一ロ 

F
一 

般
参
観
者
の
押
す
 

滞
り
な
く
終
了
し
 

十
一
一
月
十
五
《
ロ
で
 

種
の
催
し
は
お
祭
 

へ
る
の
が
一
般
の
 

の
式
典
は
そ
れ
と
 

充
実
し
た
内
容
を
 

改
め
て
村
民
各
位
 

意
を
表
し
た
い
。
 

尚
ほ
ま
た
県
教
 

課
長
を
始
め
地
方
 

な
教
室
を
反
映
し
 

て
錦
上
更
に
花
を
 

添
へ
た
多
彩
な
三
 

日
間
の
行
事
も
ー
 

な
押
す
な
の
盛
況
裏
に
 

た
の
は
早
く
も
去
年
の
 

あ
つ
た
。
と
か
く
此
の
 

り
行
事
的
な
感
じ
を
与
 

印
象
で
あ
る
が
、
今
次
 

は
遥
に
か
け
は
な
れ
た
 

持
つ
た
事
に
つ
い
て
は
 

の
努
力
と
御
協
力
に
敬
 

育
庁
の
鈴
木
社
会
教
育
 

事
務
所
長
等
多
数
来
賓
 

辺
だ
 

成
つ
た
ス
マ
1
ト
 

の
御
臨
席
を
得
て
厳
粛
に
而
も
盛
大
に
意
 

義
あ
る
盛
典
に
公
民
館
と
し
て
は
過
分
な
 

御
祝
詞
と
将
来
の
活
動
に
多
大
の
期
待
を
 

か
け
る
と
の
激
励
の
お
詞
を
賜
り
、
今
後
 

益
大
其
の
責
任
の
重
大
さ
か
痛
成
」
す
る
次
 

錯
で
あ
る
．
 

因
に
本
日
迄
の
栄
誉
を
か
ち
え
た
事
は
独
 

り
公
民
館
ば
か
り
で
な
く
村
内
関
係
団
体
 

が
各
大
の
牙
野
に
於
て
優
秀
な
活
動
を
続
 

け
つ
、
あ
る
実
績
に
外
な
ら
な
い
の
で
此
 

の
日
を
記
念
し
て
今
後
の
努
力
を
期
待
し
 

次
の
諸
団
体
を
表
彰
し
た
．
 

分
館
活
動
の
優
秀
な
る
分
館
 

迫
分
館
、
畑
分
館
、
野
添
分
館
、
第
五
 

区
分
館
 

少
年
団
活
動
の
優
秀
な
る
分
館
 

方
城
中
学
校
父
母
教
師
会
、
宝
珠
分
団
 

伊
方
小
坐
部
 

青
年
団
活
動
優
秀
な
る
支
部
 

上
弁
城
青
年
団
支
部
、
久
六
青
年
団
支
 

部
、
畑
青
年
団
支
部
 

婦
人
部
活
動
の
優
秀
な
る
支
部
 

迫
婦
人
会
支
部
 

公
明
選
挙
に
優
秀
な
成
績
を
挙
げ
た
も
の
 

後
谷
局
通
り
駐
在
区
 

保
健
衛
生
の
施
設
活
勤
優
秀
な
る
も
の
 

上
弁
城
分
館
野
地
支
所
 

道
路
河
川
愛
護
の
優
秀
な
る
も
の
 

広
谷
分
館
 

消
防
団
活
勘
俸
秀
な
る
も
の
 

第
一
分
団
第
二
班
 

共
同
募
金
及
日
赤
募
金
成
績
優
秀
な
も
の
 

東
古
門
分
館
、
草
場
分
館
 

供
米
其
他
農
事
組
合
活
動
優
秀
な
る
も
の
 

野
即
農
事
組
合
、
見
ー
ハ
農
事
組
合
、
白
 

髪
農
事
組
合
 

各
郡
租
税
を
期
限
内
完
納
の
駐
在
区
 

長
浦
、
広
谷
，
見
大
、
中
原
、
音
丸
、
 

清
先
、
岩
屋
、
上
弁
城
、
野
地
、
迫
、
 

宝
珠
草
場
、
浄
満
寺
 
以
上
各
駐
在
区
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成
人
祭
の
開
催
に
就
い
て
 

前
号
で
正
ロ
の
通
り
昭
和
一
一
十
八
年
の
成
 

人
昭
参
一
月
十
五
日
成
人
の
日
に
伊
方
小
 

学
校
講
堂
で
盛
大
に
挙
行
致
し
ま
す
．
 

当
日
は
婦
人
会
、
青
年
団
の
後
援
で
村
臨
 

や
分
館
長
、
教
委
、
運
審
委
等
多
数
来
賓
 

の
御
臨
席
を
得
て
身
心
共
に
健
に
成
人
し
 

た
人
A
の
為
に
前
途
を
祝
福
し
、
次
の
世
 

代
を
背
負
つ
て
立
つ
一
人
前
の
人
間
と
し
 

て
自
他
共
に
許
さ
れ
た
人
格
的
ほ
こ
り
と
 

自
覚
を
促
す
為
の
意
義
あ
る
重
要
な
行
事
 

で
あ
り
ま
す
。
 

そ
れ
で
こ
そ
国
と
し
て
も
一
月
十
五
日
を
 

成
人
の
日
と
定
め
祝
祭
日
と
な
り
、
全
国
 

津
A
浦
A
に
至
る
ま
で
国
旗
を
掲
揚
し
て
 

此
の
意
義
あ
る
日
を
寿
ぐ
の
で
あ
り
ま
す
 

交
化
方
城
村
の
将
来
も
等
し
く
此
等
若
人
 

の
双
肩
に
か
、
つ
て
お
る
の
で
あ
り
ま
す
 

か
、
る
見
地
か
ら
婦
人
会
の
皆
様
何
卒
一
 

人
で
も
よ
り
多
く
当
日
は
出
席
し
て
頂
き
 

我
が
子
の
健
か
な
成
育
振
り
を
祝
福
し
て
 

や
つ
て
下
さ
い
．
 

胃
年
団
員
各
位
も
こ
ぞ
つ
て
出
席
我
が
同
 

僚
の
叉
後
輩
の
為
め
叉
青
年
団
将
来
発
展
 

の
為
に
も
彼
等
の
前
途
を
祝
福
し
、
又
彼
 

等
の
良
き
指
導
者
、
助
言
者
と
し
て
の
責
 

任
を
果
し
て
頂
き
度
い
．
 

尚
ほ
当
日
は
特
に
本
村
に
縁
故
の
深
い
浅
 

原
健
」
死
生
が
遠
く
別
府
か
ら
馳
せ
参
b
 

成
人
者
の
自
覚
と
プ
ラ
イ
ド
を
持
つ
て
頂
 

く
為
に
大
獅
子
肌
し
て
頂
く
事
に
御
約
東
 

が
出
来
ま
し
た
の
で
一
般
村
民
の
方
も
一
 

人
残
ら
ず
御
出
席
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
 

公
民
分
館
管
理
規
則
 

の
再
確
認
 

社
会
教
育
法
の
発
布
に
伴
い
方
城
村
公
民
 

分
館
の
管
理
規
則
が
制
定
さ
れ
、
村
民
各
 

位
に
対
し
て
は
当
時
周
知
徹
底
せ
し
め
た
 

筈
で
あ
り
ま
す
が
、
其
の
後
星
移
り
」
」
変
 

る
と
共
に
分
館
長
の
更
迭
も
あ
り
、
其
の
 

都
度
事
務
引
継
が
売
全
に
行
は
れ
た
と
信
 

じ
ま
す
が
、
最
近
色
A
と
質
問
を
受
け
た
 

り
甚
だ
し
い
事
例
と
し
て
各
分
館
の
維
持
 

修
理
費
の
強
要
さ
へ
受
け
る
場
合
が
あ
り
 

ま
す
の
で
念
の
為
め
分
館
管
理
規
則
を
掲
 

げ
再
確
認
を
お
願
致
し
ま
す
．
 

方
城
利
公
民
館
分
館
管
理
規
則
 

第
一
条
 
方
城
村
公
民
館
の
公
認
を
得
て
 

設
立
し
た
分
館
は
社
会
熟
月
法
（
以
下
 

法
と
雷
ふ
）
繊
一
十
条
の
目
的
以
外
に
 

使
用
し
て
は
な
ら
な
い
。
 

第
一
条
 
各
分
館
の
維
持
経
営
に
要
す
る
 

費
用
は
其
の
地
区
住
民
の
負
担
と
す
る
 

驚
三
条
 
各
分
館
は
公
用
の
為
め
使
用
す
 

る
場
合
は
正
当
の
理
由
な
く
し
て
拒
否
 

し
て
は
な
ら
な
い
．
 

第
四
条
 
分
館
は
次
の
行
為
を
行
つ
て
は
 

な
ら
な
い
．
 

一
、
も
つ
ぱ
ら
営
利
を
目
的
と
し
て
行
 

い
特
定
の
営
利
事
業
に
分
館
の
名
称
 

を
利
用
さ
せ
、
そ
の
他
営
利
事
業
を
 

援
助
す
る
こ
と
．
 

二
、
特
定
の
政
覚
の
利
害
に
関
す
る
事
 

業
を
行
い
、
又
は
公
利
の
選
挙
に
関
 

し
特
定
の
候
補
者
を
方
（
持
す
る
こ
と
 

三
、
特
定
の
宗
教
を
守
（
持
し
又
は
特
定
 

の
教
派
、
宗
派
若
し
く
は
教
団
を
支
 

援
し
て
は
な
ら
な
い
．
 

第
五
条
 
分
館
が
前
条
の
規
則
に
違
反
す
 

る
行
為
を
行
つ
た
と
き
は
公
民
館
は
そ
 

の
事
業
又
は
行
為
の
停
止
を
命
ず
る
こ
 

と
が
出
来
る
．
 

第
六
条
 
本
則
第
一
条
以
外
の
目
的
に
使
 

用
す
る
に
至
り
た
る
場
合
は
既
に
交
付
 

し
た
補
助
金
の
一
部
又
は
全
額
を
返
納
 

せ
し
れ
万
こ
と
が
出
来
る
．
 

雄
 

昭和二十五年～七年迄水稽比較試験について 芦 馬 虎 

方
城
村
の
山
間
下
蔀
に
位
す
る
私
の
家
で
大
体
何
の
様
な
水
稲
が
遭
品
種
で
自
 

主
と
し
て
県
奨
励
品
種
を
分
接
し
て
貰
つ
て
多
忙
の
中
に
興
味
あ
る
い
ー
 
を
 

る
か
の
問
題
で
昭
和
一
干
五
年
度
よ
り
県
試
験
場
長
尾
友
春
技
師
よ
り
原
種
、
 

し
て
見
た
、
左
に
大
体
の
概
況
か
勃
」
し
て
何
等
か
の
御
参
考
と
な
れ
ぽ
幸
で
す
 

昭
和
」
十
五
年
度
（
苅
取
直
後
）
 

品
 
種

一

坪

量

一

 
重
 

分
 
叫
（
一
対
病
性
 

倒
 
伏
 

農
十
八
号
一
一
て
四
升
五
八
ノ
匁
梢
 

多
 

穏
A
強
 

ク
十
二
号
一
三
 

升
一
七
大
〇
匁
ク
 

多
 

万
 

乙
一
十
七
号
一
二
・
八
升
六
七
し
匁
 
中
 

穂
稲
熱
病
若
千
 
強
 

宝
 

一
三
 

升
七
〇
じ
匁
 
多
 

一 

一梢 

強
 

旭
 

二
・
七
升
天
大
〇
匁
中
ノ
下
 
百
葉
枯
若
干
 

弱
 

井
上
新
力
 

「 

中
 

強
 

編
 
光
 

少
 

メ
イ
虫
多
し
 
稲
 
弱
 

先
山
一
号
 

三
・
一
丑
K
三
O
匁
 
中
 

メ
イ
虫
多
し
 
最
も
強
 

昭
和
ニ
十
六
年
度
 

井先神三筑 ククククク農大うそ：農 
生上山 

勢喜山井紫夫tt楚編粗『響種 
号号号号号 号

二二二二一二ニー・二二一一 ー三二一 」平 

四三四二八二二九三三毛毛 喜 元 量 
一七五三 三

昭
和
ニ
十
七
年
度
 

クククク農先井筑神三 嬬 ー 
三三二十十山上 主 占古 

蕪静喜勢紫山井毒種 

坪
 
量
 

升
 

一 

一 
一
一
・
四
 

一
 

一
 
・
 

一
 

一
一
・
五
 

一
・
八
 

一
・
五
 

一
一
・
七
 

一
・
九
 

一
一
・
四
 

一
一
・
三
 

四
一
0
 
多
 

一
健
」
」
強
 

10 

三
九
〇
 
少
 

葉
稲
熱
梢
弱
 

15 

穂
稲
熱
若
干
分
緊
少
、
粒
数
多
く
て
大
で
あ
る
 

五五五五四五五四五五四四 
太七‘I!g太三五八I!H七三二 七九一 里 
-ouozJouooooo i 五00匁
梢 一梢 稽 年肖 L、 
一中中一中中少一少 中中中多少多 
多 多 タ’ 少 

備
 

・考 

脆
風
の
為
出
穂
期
に
損
傷
を
受
く
 
梢
減
収
 

最
も
良
好
出
穂
十
八
号
と
遅
れ
す
大
差
な
し
 

新
品
極
（
熊
本
県
奨
励
品
種
）
穂
重
型
 

肥
料
の
割
合
に
出
来
易
い
品
種
で
多
肥
の
為
倒
伏
す
 

倒
伏
甚
だ
し
多
収
穫
に
は
不
適
 

肥
料
の
割
台
に
出
来
難
い
 
大
し
た
期
待
は
出
来
な
い
 

メ
イ
虫
が
食
い
易
い
が
八
畝
歩
に
六
俵
余
有
り
 

珍
品
種
だ
が
メ
イ
虫
に
弱
い
 

重
 

分

壁

一対 

病
倒
 
伏
 
出
穂
順
番
 

匁
 

備
 

考
 

観
 

零」 

健
 
梢
溺
 

1
1
九
月
三
旦
早
過
ぎ
り
為
鳥
、
ね
づ
み
の
害
甚
大
で
殆
ん
ど
食
ひ
書
す
 
収
量
大
の
見
込
 

健
 

強
 

13 

同
 

右
 

一普 

通
梢
蔵
 

5
 

穂
は
昨
年
 

一普 

通
積
弱
 
2
九
月
十
一
日
 
農
八
号
よ
 

健
 

抜
 

14 

晩
生
の
為
 

晋
 
通
 
弱
 

7
 

天
候
に
適
 

健
 
普
通
 

6
 

葉
稲
熱
に
 

健
 
梢
強
 

9
 

此
の
地
万
 

健
 
硝
蚊
 

11 

比
較
的
良
 

メ
イ
虫
 

強
 

12 

粒
小
さ
く
 

健
 
最
強
 

4
 

早
生
の
為
 

健
 
梢
強
 

8
 

一
般
的
栽
 

編
麟
m
響風冒病害に良く耐えた早生の為らしい 

鴇
搬
鑓
醜
つ
た
 

餓
駄
競
禦
と
思
う
 

脚
 
手離 

相
「
ノ
l
J

灘
馴
織
響
が
測
レ
加
加
雄
 

重
 

一
分
 
既一 

鯉
伽
 

（
乾
一
一
百
）
 

（萱一百） 

餌
一
一
頭
 」ハ 

五
五
〇
普
通
 

六
七
〇
ー
ク
 

四
四
皿
 
秒
 

振
叩
鑑
 

四
七
〇
普
通
 

既
錦
勢
 

対

病

虫

倒

 
伏
 

メイ虫静 静
 

ク
 錯

 

ク
強
 

一鶴 

備
 

考
 

観
 

鎌
鰐
彰
難
菱
干
 

分
購
少
な
く
不
適
な
品
種
の
様
だ
 

大
し
て
期
待
さ
れ
な
か
つ
た
 

概
し
て
順
調
だ
が
 

不
適
品
種
の
様
だ
 

珍
し
い
穂
型
だ
が
期
待
さ
れ
な
い
 

察 

見
た
程
も
な
く
最
も
悪
か
つ
た
 

最
も
佳
作
だ
が
天
候
に
支
配
さ
れ
る
面
が
多
い
様
だ
 

大
し
た
期
待
は
掛
け
ら
れ
な
い
 

倒
伏
が
甚
し
か
つ
た
が
穂
重
の
大
な
る
事
早
生
で
は
例
年
良
い
 

遅
く
成
る
の
が
欠
点
だ
大
体
良
い
様
だ
 

以
上
三
ケ
年
間
の
概
琴
記
し
た
が
人
間
の
眼
も
往
大
に
し
て
狂
う
事
が
有
る
が
A
後
も
総
け
て
ゆ
き
た
い
と
思
つ
て
b
る
，
何
分
の
御
指
導
を
得
」
い
も
の
で
す
．
 

三
七
五
 

多
 

晋
 
通
 
弱
 

3
1
 

一
粒
か
さ
く
倒
れ
易
い
憾
あ
り
、
肥
料
少
量
の
要
あ
り
 

中
 

健
 
梢
溺
 

1
 
九
月
三
旦
早
過
ぎ
り
為
鳥
、
ね
づ
み
の
害
甚
大
で
殆
ん
ど
食
ひ
 

日ゴーに山 

b
ー 

量土 

重
 

0
 

一
亀
七
」
つ
h
司A
打
隊
コ
が
折
パ
ノ
r
つ
と
 

匁
一
硝
少
 

柱
留
鉱
 



nU つ」
 

、
 

ー
 
、
 

n
く。 

に
J
 

q
) 

報
 

時
 

舘
 

民
 

公
 

村
 

城
 

方
 

、ノ 3
 

く
 
用 ＝ 一 ノ7、 ク、 り〒 L ，一― 

一
月
奮
メ
モ
 

の
醜
熱
」
？
鐘
は
鰐
？
安
」
」
轟
請
 

麦
 
追
肥
u
分
ケ
ッ
肥
、
一
月
下
旬
ー
 

行
い
徒
長
を
防
止
す
る
．
 

し
た
疏
菜
に
硫
安
反
一
 

月
上
旬
、
反
当
硫
安
三
ー
四
貫
程
度
施
 

土
入
H
土
を
細
か
く
砕
い
て
、
麦
の
葉
 

貫
程
度
追
肥
す
る
・
 

に
妻
か
け
な
い
よ
う
浅
く
土
人
を
行
う
 

果
樹
 
定
植
又
は
 

中
耕
H
稽
A
深
目
に
行
う
，
 

菜
種
ー
 
肥
 II 

一
月
中
下
旬
に
反
当
硫
 

農
家
戸
数
 

六
七
四
戸
 

註
 

其
の
他
希
望
者
は
主
と
し
て
鉱
商
業
を
希
望
し
た
者
 

五
、
集
計
の
結
果
 

合
 

計
 

其
の
他
 

希
望
者
数
 

数者墓希業農 二
・

三
男
動
静
調
査
の
実
態
 

？ f0) 縄
協
刀
一
 

，
目
的
 
本
村
は
人
口
密
度
の
高
い
 

三
男
の
動
静
と
併
而
村
内
に
於
け
る
潜
 

三
、
調
査
封
象
 

」
と
一
世
帯
当
構
成
人
員
の
高
率
な
こ
 

在
失
業
の
実
態
を
把
握
す
る
こ
と
を
目
 

が
、
満
十
七
オ
以
」
 

三
戸
当
耕
作
面
積
の
狭
小
な
る
こ
と
 

的
と
し
た
．
 

で
あ
っ
て
も
婿
養
「
 

肴
名
で
あ
る
．
而
し
て
年
A
純
増
加
 

ニ
、
賢
態
鯛
査
の
方
法
 
左
記
様
式
 

希
望
者
は
記
入
す
一
 

と
途
を
辿
り
っ
、
あ
る
人
口
問
題
等
 

の
調
査
表
を
各
戸
一
枚
宛
印
刷
調
査
の
 

四
、
調
査
臓
式
（
 

り
課
題
解
決
の
資
料
と
し
て
農
家
の
二
 

為
め
駐
在
員
を
煩
し
調
査
表
の
記
入
方
 

ニ、 

三
 

男
 

動
 

静
 

計
 

其
 
の
 
他

希

望

地

 

北

海

道

開

拓

地

 

県
外
開
拓
地
（
九
州
）
 

開
拓
地
一
他
町
村
内
 

県
 

血
自
町
村
内
 

四 
六 

戸 
― ー ー 

二 

碧 
戸 

ブL 
0 
月 

入 
七 
戸 

一一I
ミ
く
l
L
 

農
 

業
 
種
 
別
 

戸
 

数
 

非
農
家
戸
数
「
 

，
l
 

A
「
フ
 

1

 

,
 

J
 

,
 

専
業
農
家
戸
数
 

第
一
種
農
家
戸
数
 

第
二
種
農
家
戸
数
 

一 

名
 

七 
年 

名 

一一
 

名
 

一一
 

名
 

入 
年 

名 

プ1. 
年 

名 

三
 

名
 

一一
 

名
 

一 

名
 

C 
年 

名 

一 

名
 

一 

名
 

名年 

監
、
高
菜
等
秋
見
 

誓
責
又
は
一
一
 

植
換
を
行
う
．
 

一
〇
四
名
 

九
入
名
 

六
 

名
 

五
 

名
 

一 

名
 

計
 

t
懇
請
し
一
斉
調
 

全
戸
に
配
布
」
 

エ
の
男
子
と
し
女
 

ナ
を
し
て
分
家
す
 

自
こ
と
と
し
た
．
 

別
表
）
 

6 積 る子た 査 

第 一 表 方 城 村 ニ、 三 男 動 態 調 査 表 

家
 

農
 

非
 

家
 

農
 

業
 

象
 

一
 

一 第
 

家
 

曲
辰
 

業
 

乗
 

一 第
 

家
 

農
 

業
 

専
 致

 
議
 

農
 

名
 

氏
 

、王 帯
 

世
 

方

城

 

伊

弁

 

ュり‘ 
素
リ
 

城
 

方
 

郡
 

'I 田
 

地
 

在
 

第 二 表 土 地 利 用 調 査 

一ー一～ 一～～賢分 
種 別 ～~～」 

自 己 所 有 地

借 町 村 有 地 

有 国  有 地

地奥の他の借有地 

計 

田（水田） 
畑

普通畑~果樹畑 計 

」

一

 

計
 

\
 

t
 )

 
「
 

第 三 表 

獣
『
『
『
『
亘
令
業
家
地
他
内
柄
の
地
鏡
 

鳶灘蕪一一一 

『
「
 

種

世

現

現

皿

ゴ

油

 
行
先
希
責
地
 

『
『
 

他
出
の
 

子
う
ニ
ョ
一
一
‘
血
 

1 

昭和27年 昭和28年 昭和29年 昭和30年 ~和31年以降 割 」 備 考 
「 

 I※自立する上にっい 
て色々な希望を記入 

  して下さい 

~ 

~ 
~ 

l 
~ 

i 

に姓】 第三表にっいて 什）同家族の者は全部記入のこと。（ロ）農業以外の職を希望の者は三表の備考開に記入のこと。(F')自町村及県 

l 内で開拓適地があれば其の地名を三表の備考欄に記入のこと。目二男、三男に限らず長男でも自立希望者は記入されたし。輸 

此の調査は満十七才以上のものを対象とする。N第一象業とは農業を主とする農家。（ト）第二兼業とは象業を主とする農家 

' 



(4) 報
 

時
 

舘
 

民
 

公
 

村
 

城
 

方
 

0
 

〔ノ」 、
 

ー
 
、
 

Q
ロ
 

r、〕 
。
J
 ー

 

土
 

地
 

利
 

用
 

及
 

び
 
所
 

育
 

別
 

調
 

査
 

計

 

一
四
六
六
皿
、
」
 C)
 C)
 

借 入 地 自

己

所

有

地

 

自

己

借

入

 地
 

区 

戸 
ノ別 

其
の
他
借
入
地
 

国
 

有
 

地
 

町

村

有

地

 一
吾
国
、
、
 C)
 C)
 

茜

、

 

C)
 C)
 

五
翌
、
 
C)
 C)
 

反
 

四
一
」
旦
、
 C)
 C)
 C)
 

水
 

田
 

一
昌
さ
8
 

畑
 

― 

地
 

普
通
畑
』
果
樹
畑
 

一 

一

一

、

界

 C)
 C)
 

ん
、
へ
ロ
ロ
 

ー
 

「

 

三

、

早

 

C)
 C)
 

一
一
に
え
 C) ~ 

一Irl
」
 C)
 C)
 

一

 

ー
 

」、】」 
C)
 ~
 

可ん六、六旦 

皿 

C) 
、 

o 
C) 
ロ 

議

、

吾

旦

 
一 

国
五
四
、
奪
 C)
 C)
 

窟窒、一 
C)
 C)
 

計
 

一
言
二
き
っ
 

一

 

一
、
き
っ
 

一
、
き
ロ
 

111 帽
り
IO0 

山
 

林
 

一
合
っ
r
 C)
 り
 C)
 

,'-
 

C)
 C)
 、
 C)
 C)
 ~
 

牧
草
地
 

量
、
 
C) C)
 

一 

一一、8 

昌
、
口
 C)
 ロ
 

~iftJ

' 

oo 

原
 

野
 
其
の
他
 開
墾
可
 

能
面
積
 舌

杢
 'I

 《
 C)
 C)
 

~ 

o 
、 

" 
C) 
口 

一 C)
 、
●
 
C)
 ~
 

一 
C)
 
29 

、
ん
 
C)
 C)
 

計
 

」

実

」

、

」

 

C)
 C)
 

」
四
、
五
口
～
 

〒
晋
、
青
 

五
杢
 '
I
 

」 C)
 

\
 29 

ん
七
、
 C)
 cC
 

合
 

計
 

「
ー
歳
末
大
売
出
し
…
ー
：
ー
：
ー
・
ー
：
ー
J
 

r
ー
ー
ー
賞
金
壷
菖
円
の
行
方
ー
・
ー
」
 

石
炭
プ
1
ム
の
本
村
も
永
い
間
の
ス
ト
で
 

沈
滞
し
た
商
店
街
の
景
気
競
回
に
気
勢
を
 

挙
げ
様
と
本
村
小
売
商
連
盟
の
主
催
で
旧
 

臓
歳
末
の
賞
品
附
大
売
出
し
を
宣
伝
し
一
 

等
一
万
円
を
始
め
盛
沢
山
な
賞
金
を
附
け
 

て
花
A
し
い
大
売
出
が
催
さ
れ
た
事
は
既
 

に
皆
様
御
承
知
の
通
り
．
小
売
商
連
盟
と
 

し
て
は
宣
伝
効
果
の
上
か
ら
大
売
出
し
の
 

中
頃
か
ら
、
も
っ
ぼ
つ
ノ
、
一
万
円
の
賞
 

金
が
出
て
ほ
し
い
頃
で
あ
つ
た
。
処
が
ア
 

ナ
不
思
議
や
待
ど
暮
せ
ど
其
の
一
等
は
出
 

て
来
な
い
と
あ
つ
て
は
顧
客
と
し
て
も
主
 

催
者
側
と
し
て
も
夫
A
の
観
点
は
異
う
が
 

果
し
て
一
万
円
の
く
じ
は
入
れ
て
あ
つ
た
 

か
無
か
つ
た
か
？
色
A
と
疑
問
は
湧
い
て
 

来
る
．
 

遂
い
に
た
ま
り
か
ね
た
主
催
者
側
は
顧
客
 

代
表
と
し
て
八
幡
町
の
前
野
さ
ん
を
わ
す
 

ら
わ
し
て
立
会
を
お
願
し
て
景
品
く
じ
の
 

綿
密
な
調
査
を
行
つ
た
．
結
果
や
如
何
に
 

と
主
催
者
と
立
会
者
同
床
異
夢
で
は
あ
る
 

が
、
片
唾
を
呑
ん
で
と
れ
を
見
守
つ
た
‘
 

果
せ
る
哉
福
の
神
は
既
に
顧
客
を
見
は
な
 

し
て
い
た
、
そ
し
プ
福
の
神
は
ど
う
や
ら
 

昨
生
女
化
の
日
全
国
優
良
公
民
館
の
ー
に
 

加
わ
つ
で
文
部
大
臣
の
表
彰
を
受
け
た
公
 

民
館
が
お
好
の
様
子
、
公
民
館
と
し
て
も
 

福
の
神
が
転
げ
込
む
こ
と
を
望
ま
な
い
わ
 

け
で
も
な
い
が
そ
の
一
万
円
の
賞
金
く
じ
 

は
土
間
に
と
ろ
げ
落
ち
あ
た
ら
救
い
上
げ
 

挙
っ
と
す
る
人
さ
へ
な
か
つ
た
．
斯
く
て
 

あ
わ
れ
な
福
の
神
は
遂
に
顧
客
に
そ
つ
ぼ
 

を
向
け
、
今
誰
の
温
い
ふ
と
こ
ろ
に
抱
か
 

れ
様
か
レ
‘
迷
つ
て
い
る
、
だ
が
小
売
商
連
 

盟
と
し
て
は
一
担
賞
金
と
し
て
提
供
し
た
 

も
の
で
あ
る
か
ら
そ
の
金
は
一
般
顧
客
全
 

体
の
為
に
奉
仕
す
べ
き
で
あ
る
と
云
【
っ
立
 

前
を
と
り
、
立
会
は
し
た
も
の
、
前
野
さ
 

ん
一
人
で
は
ど
う
に
も
決
し
兼
ね
五
日
の
 

御
用
始
に
先
幸
よ
く
連
盟
の
辻
さ
ん
、
金
 

子
さ
ん
そ
れ
に
立
会
者
の
前
野
さ
ん
の
三
 

人
打
連
れ
て
壱
万
円
を
持
参
し
此
の
処
分
 

に
つ
い
て
助
役
さ
ん
の
処
に
相
談
が
持
込
 

れ
た
．
 

賞
金
と
寄
贈
ま
で
の
経
緯
に
鑑
み
、
成
可
 

村
民
一
般
に
均
舞
し
永
遠
に
此
の
趣
旨
を
 

生
か
し
文
化
方
城
村
に
ふ
さ
わ
し
く
此
の
 

福
の
神
様
の
思
召
に
添
う
為
に
は
ど
う
処
 

分
し
た
が
よ
い
か
．
大
衆
性
に
は
フ
イ
ル
 

ム
購
を
入
す
る
も
よ
い
が
、
永
続
性
が
少
 

い
図
書
館
の
基
太
図
書
と
す
れ
ば
永
酬
性
 

と
文
化
性
も
あ
り
、
村
民
と
し
て
利
用
の
 

面
も
多
か
ろ
う
等
A
鳩
首
協
議
を
試
み
た
 

が
助
役
さ
ん
と
し
て
も
即
決
は
出
来
兼
ね
 

る
の
で
寄
贈
の
御
趣
冒
に
添
う
様
、
最
善
 

の
努
力
誓
い
一
応
其
の
一
万
円
を
お
預
り
 

し
た
．
 

果
て
さ
て
此
の
福
の
神
様
何
処
へ
御
輿
を
 

す
へ
る
や
ら
？
。
 

図

書

舘

利

用

の

お

奨

め

 

皆
様
の
御
協
力
に
よ
つ
て
図
書
内
容
も
着
 

大
と
充
実
し
て
来
ま
し
た
貸
出
文
庫
も
完
 

備
し
、
い
つ
で
も
お
求
め
に
応
ず
る
こ
と
 

に
な
つ
て
い
ま
す
が
肝
心
な
受
入
態
勢
が
 

整
つ
て
な
い
分
館
も
あ
る
よ
う
で
す
，
早
 

く
整
備
し
て
文
庫
の
利
用
を
お
奨
め
し
ま
 

す
．
本
館
の
利
用
者
が
特
定
の
人
に
限
ら
 

れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
．
村
民
大
衆
の
為
に
 

利
用
し
て
頂
く
よ
う
お
願
ひ
致
し
ま
す
。
 

此
の
為
に
関
係
者
に
対
す
御
不
満
や
希
望
 

も
あ
り
ま
し
よ
う
、
御
遠
慮
な
く
申
出
下
 

さ
い
喜
ん
で
改
善
致
し
ま
す
．
 

十
二
月
入
荷
新
刊
書
 

著
 
者
 

書
 

名
 

伏
見
 
猛
弥
 

総
合
日
本
教
育
更
 

伊
藤
 
和
衛
 

現
代
熱
月
財
政
 

安
藤
 
喜
雄
 

教
育
社
会
学
原
論
 

冨
田
竹
三
郎
 

農
村
社
会
の
教
育
 

海
後
 
宗
臣
 

近
代
撃
校
の
性
格
 

大
浦
 

猛
 

学
校
社
会
学
 

九
111
年
版
 

新
聞
語
辞
典
 

教
師
養
成
研
 

究
会
 

恩
池
孝
四
郎
 

交
 
部
 
省
 

小
池
 
新一一 

日
米
通
信
社
 

岡
田
 
実
暦
 

古
谷
 
専
」1 

岩
切
 
堕
一
 

阿
部
 
秋
生
 

浅
尾
芳
之
助
 

石
川
 
重
貞
 

吉
田
 
辰
次
 

吉
川
 
秀
雄
 

守
屋
 
新
助
 

横
光
 
利
一
 

山
本
 
有
」
一 

寺
田
 
寅
彦
 

横
山
美
智
子
 

菊
池
 

寛
 

大
木
 
惇
夫
 

ク
 

北
条
 

誠
 

加
藤
 
武
雄
 

横
山
美
智
子
 

北
畠
 
八
穂
 

胆
田
 
研一 

古
谷
 
綱
武
 

青
年
心
理
学
 

本
の
美
術
 

新
し
い
特
別
教
室
 

世
界
の
現
代
建
築
 

新
生
日
本
外
交
史
 

若
き
皇
太
子
 

英
交
解
釈
着
眼
点
 

初
級
英
語
入
門
 

解
析
精
義
上
・
下
 

国
文
解
釈
新
研
究
 

論
語
、
孟
子
の
解
釈
 

万
葉
、
古
今
、
新
古
今
 

源
氏
物
師
霧
研
究
 

徒
然
草
精
解
 

源
氏
物
語
 

昭
和
文
学
全
集
 

横
ザ
利
一
集
 

昭
和
文
学
全
集
 

山
本
有
三
集
 

昭
和
麟
舞
集
 

母
へ
の
聖
歌
 

源
平
盛
衰
記
 

ヴ
ユ
ニ
ス
の
商
人
 

嵐
の
十
字
架
 

友
情
の
翼
 

里
見
八
大
伝
 

愛
の
妖
精
 

さ
、
や
か
な
滴
も
 

内
村
鑑
三
 

郷
土
の
偉
人
 

十
ニ
月
ブ
ツ
ク
ル
ー
ム
 

友の会新登録 

学 生 

―ー 般 1 

計・ 5 

人
 

人
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史
学
 

図
典
語
 

科
学
史
済
医
 
義
芸
辞
物
 

百
哲
歴
経
の
 

講
工
語
家
 

童
代
界
本
庭
 
鶏
本
聞
平
 

児
現
世
日
家
 
養
日
新
新
 

一
 

一 

一
 

一
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一
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一
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学
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一
公
坑
業
工
生
徒
他
職
十
 

一
官
炭
農
商
学
牛
其
無
雲
口
 

"”狙 

ール 

旧
脱
十
五
日
本
村
文
化
祭
の
節
は
午
 

后
合
に
く
と
雨
と
な
り
、
還
路
の
処
 

折
角
御
来
駕
を
願
ひ
定
め
し
御
迷
惑
 

だ
つ
た
事
と
存
じ
ま
す
．
且
つ
又
過
 

分
な
御
祝
詞
、
祝
電
や
激
励
の
御
言
 

葉
を
価
ぎ
何
等
の
風
情
も
な
く
誠
に
 

漸
塊
に
堪
へ
ま
せ
ん
．
 

御
陰
を
以
ち
ま
し
て
盛
大
に
意
義
あ
 

る
式
典
を
挙
行
し
得
ま
し
た
事
は
】
 

重
に
来
賓
各
位
の
本
村
公
民
館
に
対
 

す
る
御
支
援
の
賜
物
と
深
く
感
銘
致
 

し
ま
す
．
 

此
の
上
は
村
民
一
同
一
意
専
心
民
主
 

的
交
化
向
上
に
努
力
し
以
て
皆
様
の
 

御
期
待
に
反
し
な
い
様
に
精
進
し
御
 

厚
情
に
酬
ゆ
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
、
 

今
後
共
一
層
の
御
指
」
尋
と
御
支
援
の
 

程
を
お
願
い
申
し
ま
す
．
実
は
其
の
 

節
早
速
お
礼
申
上
る
筈
の
処
失
礼
乍
 

ら
時
報
紙
上
を
以
て
厚
く
お
礼
申
さ
 

し
て
頂
き
ま
す
．
 


